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このことについて、下記のとおり報告いたします。  

記  

１ 視察月日 

令和元年１１月１１日（月）から令和元年１１月１３日（水）の２

泊３日 

２ 視察地及び視察事項  

視察都市名  視 察 事 項  

大阪府茨木市  放課後子ども教室について  

大阪府大東市 家庭教育支援事業について  

奈良県生駒市 
小中学校での UD(ユニバーサルデザイン )フォント

導入の効果について  

３ 視察の概要及び所感  

別紙のとおり  

写 



視 察 報 告 書

たちかわ自民党・安進会

粂川敏男

１.日時：令和元年１１月１１日（月）

２.視察先：茨木市役所（大阪府駅前３－８－１３）

３.視察者：中山ひと美（委員長）、わたなべ忠司（副委員長）

大沢純一、上條彰一、くぼた学、粂川敏男、福島正美

４.目的：放課後子ども教室推進事業について

〇茨木市の概要（次なる茨木へ「茨木には次がある」）

人口 280.562 人 面積 76.49㎢

〇放課後子ども教室推進への経緯

・平成１６年から１８年にかけて文部科学省「地域子ども教室推進事業」を

実施。スタート時は５か所の小学校区で実施

・平成１９年より厚生労働省の「放課後児童健全育成事業」と連携した「放

課後子どもプラン」を実施。市内１０校区で実施。２０年より本格実施へ

・本格実施より全校区３２校にて実施へ「放課後子ども教室１０周年記念誌」

の発行。地域、ボランティア、行政、企業、大学等、関係者に支えられな

がら現在に至る。

〇事業の目的

・児童が放課後等を安全、安心に過ごすことの出来る居場所の確保

・全ての児童が放課後等における多様な体験、活動を行うことができる機会

の提供

〇事業の運営について

・各小学校区で結成された、地域住民による実行委員会に委託

【参画メンバー例】

自治会、公民館、ＰＴＡ、保護司、青少年指導員、民生委員、児童委員、福祉

委員、子ども会、スポーツ推進員、学童保育指導委員、学校管理職、等

地域のオールスターチームで対応



〇事業実施状況

・放課後や休日等に原則学校内で活動に取り組んでいる。

時間：平日（午後２時３０分から５時頃まで）

休日（午前９時から正午頃まで）

対象者：小学校１年生から６年生の全ての児童

参加費基本なし

※校区によってスポーツ保険の加入、特別な材料費徴収はある

延べ実施日数、参加人数（全３２校合計）

平成３０年：２.６６４日 参加人数：３０９．３８７人

〇独自の取り組みや特色について

・年度当初の説明会から始まり、研究会、代表者連絡会、スタッフ研究会、見

学会の実施、緊急時対応マニュアルの作成。市費にて賠償責任保険に加入

・３２校区中３０校が一体型、放課後子ども教室と学童クラブを実施また両事

業への参加が可能

・大学生ボランティアスタッフの参加、宿題や自由遊びの見守りや講座の手伝

い、立命館大学によるお能の講座など特色ある取り組みもしている

・市内企業と連携した「市内企業プログラム」も体験活動として実施

・まなび舎 kids 事業（１０校区）学習アドバイザーを配置し学習活動への取り

組み

所感：実施から１０年、記念誌を拝見すると地域と一体になって事業を行って

きたことが良く分かる。また全３２校区での実施。また学校、行政、地域が一

体にならなければ、講座の実施や空き教室の利用、ボランティアスタッフの参

加、各研究会への協力体制など部署を超えた連携に関しては参考になる事例が

多い。

地域の特色で公民館組織、地域の会館に携わる運営委員スタッフが地域に根

差した活動をしており、各地域の団体との深い繋がりを持たせ各講座が開催さ

れ日本文化、茶道やお能などの特色のある講座や物づくり、アートまたお料理

教室など多様な事業の実施に繋がっている。

立川で実施を考えた場合に参考になったのは如何に多くの団体に放課後子ど

も教室への参加をお願いするのか。公民館や地域会館の方々が参加することに

より連携が生まれているというのが印象的だった。

その他にも近隣大学へのボランティアのお願いや能学部によるお能の講座や

一般企業への呼び掛けによる企業プログラムの実施も行い始め今後の活動に大

きな期待が持てる取り組みを行っているのも印象的な事業だった。



日時　　：2019年（令和元年）11月１2日（火曜日）

視察先　：大阪府　大東市

視察目的：大東市家庭教育支援事業について

参加委員：中山ひと美（委員長）、わたなべ忠司（副委員長）、くぼた学、大沢純一　

　　　　　粂川敏男、上條彰一、福島正美

◆大東市について

総面積18.27㎞大阪府の東部、河内地方のほぼ中央に位置する

人口121337人　56236世帯

小学校12校　児童数5798人

中学校8校　生徒数2869人　（平成31年4月1日現在）

◆事業内容について

学力向上を図るため学力向上強化プロジェクトチームを設置するなど学力強化への

取り組みを実施するとし大東市教育大綱（平成27年12月策定）において

家庭教育支援事業を重点大綱として位置づけ平成28年度から事業実地を行う。

活動内容としては小学校単位で編成した相談・訪問チーム（スクールソーシャル

ワーカー・民生委員児童委員・青少年指導員・市民サポーター）による

小学1年生全家庭訪問を実施

「いくカフェ」の案内、参加促進または子育てや教育についての

困りごとなど保護者の話の傾聴を積極的に行っている。

◆特徴

①小学1年生全家訪問の実施

市内全小学校区（12校区）に相談・訪問チームを設置

チーム員：民生委員児童委員・主任児童委員・青少年指導市民サポーター162人

（平成31年度4月現在）

行政視察報告書

このことについて下記のとおり報告致します。

記



②福祉部局との連携

・家庭教育チーム内の地域協議会・基幹チームに福祉部局も参画し

　横断的に対応できる体制の構築。

・相談、訪問チームのリーダーを務めるSSWが福祉部局所管である

　要保護自動対策地域協議会やCSW協議会に参加・参画し

　情報収集、意見交換会を行い連携を密にしている。

・平成30年8月より妊娠期からおおむね18歳になるまでの子育てに関する情報窓口を

　一本化し切れ目のない相談支援を行うため、教育・福祉・保健部局が連携し

　子育て世代包活支援センター「ネウボランドだいとう」を開設。

③学校教育部が家庭教育支援を所管

・学校との連携を強化し、学力の向上を図る

・家庭教育支援グループの設置

・立川市のような生涯学習センターではなく学校教育部が所管

◆活動内容について

①小学1年生全家庭訪問の実施

なぜ小学一年生を対象としたか？

・幼児期教育から学校教育へ環境が大きく変化する時期で不安や困り事のある

　保護者が多くみられるため

・9年間の義務教育の早期段階から学校、保護者間、地域との連携

　家庭の孤立の未然防止を図る

・就学前は訪問や講演会の開催など多くの支援がある

・ある程度悩み事や困りごとを想定することができ対応しやすい

②気軽に集うことができる「いくカフェ」の開催

・対象は全小学校の家庭（小学一年生の保護者には家庭訪問により案内）

・地域の公民館や公共施設を活用して開催

・保護者がお茶などを飲みながら気軽に子育てについてなどの会話ができ

　一息つける空間作り等が目的である

場所の提供（子供連れでも参加可能）

親子工作や学習会、読み聞かせ、ドッチボールなど子供が楽しむことが

できるメニューも追加して実施



◆主な質疑

・市民サポーターの方はボランティアの方から集めたのか？または無償なのか？

答　一部団体には有償であるが、ボランティアは学校など募集から集めた

・「いくカフェ」ではどのような活動も行っているか？

答　宿題を教える等

・この事業が学力向上を図るためだがなにかの結果を出しているのか？

答　現在、全国ほぼ横ばいの結果である為結果がすぐにでるわけではない

・縦割り行政の解消の努力をされていると思うが苦労された点は？

答　情報の共有、収集など。

　　小学校1年生の家庭によっては情報共有できないところがある。

・市民サポーターの集める方法は？

答　家庭に案内状の送付、又学校を通じて保護者の方に送らせて頂いている

・実際に主催を開くときの先導者はいるのか？

答　チーム主体で行っている

・保護者の抵抗や戸惑いなど事業をはじめるときにあったか？

答　当初は不信がられるパターンもあったが各学校や保護者に説明を

　　増やしていった為、現状そのようなことはない。

・立川市では教師が家庭訪問をすることがしづらい状況であるが、

　大東市ではそういう反対などはあるのか？

答　家庭状況を聴いた上で家庭訪問を行うので、学校からのソーシャルワーカーが

　　訪問するが学校側からオーダーを伺い情報共有しながら行っている。



文教委員会行政視察報告書 

立川市議会文教委員 

大沢純一 

【日 時】 令和元年 11 月 13 日（水）13:00～15:30 

【訪問先】 生駒市役所（奈良県生駒市東新町8-38） 

【視察者】 立川市議会文教委員会 

（中山ひと美委員長、わたなべ忠司副委員長、上條彰一委員、 

福島正美委員、粂川敏夫委員、くぼた学委員、大沢純一委員） 

【目 的】 小中学校でのUD（ユニバーサルデザイン）フォント導入の効果 

について 

【対 応】 生駒市教育振興部教育指導課・課長 城野聖一 氏 

生駒市教育振興部教育指導課・指導主事 八代大輔 氏 

【概要報告】 

生駒市では今年度（2019年度）より、市内の公立小中学校全校のパソコンにモリ

サワ社のUDフォントを導入した。ディスレクシアという、文字の読み書きに著しい困



難を抱える児童・生徒は学級に１～２人いると生駒市では推測しており、UD フォント

の導入がそうした子どもたちに対する合理的配慮になるとしている。 

 

【詳細報告】 

 奈良県生駒市は全国学力・学習状況調査で例年トップレベルとされる、秋田県や福

井県、石川県などと並ぶ学力の高さを誇り、小学校 1 年生からの英語教育や少人数

学級を実施するなど、教育に力を入れている。 

 一方で特別支援学級に在籍する児童・生徒数が増加しているという現実もあり、5

年間でほぼ倍（1.8 倍）となっている。 

その生駒市で今年度（2019 年度）より、市内の公立小中学校全校のパソコンに

モリサワ社のUDフォントを導入した。 

UDフォントとは、ユニバーサル・デザイン（Universal Design）の考えにもとづい

て、できるだけ多くの人が見やすく、使いやすいデザインのフォントで、いくつかの企業

が開発している。 

生駒市がモリサワ社の UD フォントを採用しているのは、ある研究会で市職員がモ

リサワ社の担当者と“ディスレクシア”について話題になった。研究会での繋がりがあ

ったことが、生駒市がモリサワ社の UD フォントを採用することになったきっかけだと

いうことであった。 



生駒市では、すでに奈良県内の一部の高校（県立香芝高校）では UD フォントが

使われている（川下優一教諭）ことは認識していたが、モリサワ社との提携後、市とし

て UD フォントの有効性の検証（※）を行い、その効果を認めるに至った。 

 

（※）市内小学 5 年生 116 名を対象。UD デジタル教科書体を使い、短文を「正

しい」か「間違い」か選択する問題を1分間で 36問出題。他のフォント（HG教科書

体）との正答率を比較したところ、UD フォントの正答率は他のフォントより 15 ポイン

ト上回った。 

 

UD フォントは ①文字のかたちがわかりやすいこと ②読み間違いにくいこと ③

文章が読みやすいこと などを特徴としている。そのことから、小学 5 年生を対象に行

った検証では、正答率が上がったことについては「（読みやすいために）早く読めるこ

とで考える時間が増えたため」と分析し、今後は学力の底上げに繋がることを期待し

ている、ということであった。（UD フォントを採用したことが直接、市内小中学生の学

力向上に繋がっていることは、現段階では見てとれないが、これは今後の検証を待つ

ことになる。） 



一方でディスレクシアという、文字の読み書きに著しい困難を抱える児童・生徒は

学級に１～２人いると生駒市では推測しており、UD フォントの導入がそうした子ども

たちに対する合理的配慮になるとしている。 

教育現場ですべての教師が必ずしもディスレクシアに理解があるわけではない。そ

ういった特性に気づかないまま、教師が不適切な指導をしてしまうことで自信をなくし

たり「反抗挑戦性障害」などの二次障害を発症させてしまうこともある。 

教育現場での合理的配慮としては、支援員の配置や指導方法の改善、あるいは教

室環境の工夫・改善などが求められるが、費用の問題や教師の能力による差があり、

一律にはいかない。 

しかし UD フォントを導入することは、これまで使っていたフォントを UD フォントに

変更するだけなので、教師にとっても抵抗が小さいという利点がある。（ただ、これに

ついてもすべての教師がスムーズに行えたわけではなく、現場では当初「使わされて

いる」という感覚もあったという。） 

そうした検討を経て、生駒市では現在、市内小中学校すべてのパソコンに UD フォ

ントが入れられている。この費用を聞いたが、これはモリサワ社としても先進事例であ

り実証実験になることから、無償で提供されているとのことであった。 



学級通信などにこのフォントを使用したところ、「読みやすくなった！」との声が上が

ったという。総じて導入したことで、児童・生徒とその保護者からは「見やすい」「読み

やすい」「読む気になる」との評価が示されている。 

しかし、先に述べたように、必ずしも教育現場において最初から UD フォントに対す

る理解が進んだわけではない。「なぜ UD フォントが求められているのか」など研修

会を行い、その意義を教師と共有した。その結果として、UD フォントを使うことは、単

にディスレクシアの子どもたちのためだけではなく、「すべての人が見やすい、読みや

すい」ためのものであることの理解も深まっている。さらには学校で UD フォントをデ

ィスプレイに表示する際には、黒地に白抜きの文字で表示するのも見やすい、という

研究も進んでいる。 

現在、生駒市では教育現場だけでなく、広報誌でもUDフォントを使用している他、

庁内の掲示にもUD フォントを積極的に使っているということであった。 

 

【所管】 

 立川市においてはディスレクシアの実態調査が行われておらず、そうした困難を抱え

る児童・生徒がどのくらいいるのか分からないが、これは生駒市も同様である。 

 しかし国（文部科学省）の調査では、4.5％の割合でいるとされており、本市でもお

よそ 1 クラスに１～２人いると推測される。 



 今回の視察で指摘されたように、そうした子どもに対して気づかないまま、あるいは

無理解のまま不適切な指導をしてしまうことで、可能性を阻害してしまうことがあって

はならない。UD フォントを使用することで、そうした事態を減少できる可能性が大き

い。さらに子どもたちだけでなく、広く市民にとっても「見やすい」「分かりやすい」とい

う効果もあるという。本市でもまずは教育現場における導入を積極的に検討すべきで

ある。 

 

 尚、この報告書の字体もUDフォントを使用した。 

以上 
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